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幼小接続期の子どもたちの適応をめざした指導の工夫
学習開発コース (12220913) 田中美枝子
One of the most important issues in elementary education is the so-caled “白'stgrader's 
problem". The purposes of this study wereωdesign and examine the curriculum that facilitates 
first graders' transition from kindergartens to elementary schools. The first semester curriculum 
was designed regarding the caregiver's report of children's socio-emotional and cognitive conditions， 
considering the childreぜsneeds and the incentives which were effective in orienting them to school 
activities. It was suggested that PDCA cycle with teachers' continuous reflection was essential for 
making the curriculum sign出cant.
[キーワード1 幼小接続期，発達と学びの連続色 必些感，振り返り
1 問題と目的 進めるためには，幼児期と児童期の教育ポノゴーが接
( 1 ) 接続期の~Jlも題 続を意識する月一l聞を『接続期」とし、うつながりと
平成 17年 1月の中央教育審議会答申「子どもを
取り巻く環境の変化を踏まえた今後の幼児教育の
在りんについて」にあるように，社会の急激な変
化等に伴い，基本的生活習慣や態度が身にイ官、て
し、ない，他者とのかかわりが苦手である，自制心
や耐性，規範意識が十分に育っていない，運動能
力が低下しているなど，近年の幼児の育ちについ
ての課題が指摘されている。それらは，ijJ保から
小学校への移行期にも顕著に見られ，学習に集中
して取り組めない，教員の話が聞けずに授業が成
立しないなど，学級がうまく機能しない状況が見
られ「小1プロプレム」という言葉も生まれたc
そこで，この答申では子どもを取り巻く環境の変
化を踏まえ I①家庭・地域社会 ・幼稚閤等方偏jZの
三者による総合的な幼児教育の推進J， I②幼児の
生活の連続性及び発達や学びの連続|生を踏まえた
幼児教育の充実」の2つの方向性を示し I発達や
学びの連続|主を踏まえた幼児教育の充実」の具体
的な万策のーっとして「小学校教育との連携 ・接
続の強化 ・改善JI教育内容における接続の改善」
を挙げている。
ヰ1.成22年には文部科学省が「幼児Wlの教育と小
学オ交教育の円滑な接続の在り方に関する調査研究
協ノJ者会議」を設け，同年 11月に報告「幼児期の
教育と小学4交教育の円滑な接続の布り方について」
(以下「報告書」と記す)が出された。
この報告書の第4章では I幼小接続を積極的に
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して捉える考えJゴを普及することが必要である」
ことを示している。
しかし，Y..科省による調査から，ほとんどの地
方公共団体で幼小接続の重要性を認識している-
i 接続関係を具体的にすることが難しいことや
幼小の教育の違いについて理解 ・意識していない
理由から接続した教育課程の編成に積極的ではな
く，1-分実施されているとはいえない状況である。
(2)子どもの発達と学びの連続出
酒井(2011)は I発達は生来的に順序性を有し連
続的で、あるものだが，学びの連続|由主意図的に
方法を工夫することで，初めて達成し得る訊唯一だ」
と述べている。 また I人は 5~6 歳で幼児14)1から
児童期への移行が生じるが，それは連続的で、ある
とともに，そこで生じる非連続f内な変化は保育
所 ・幼稚園から小学校に上がる時期にぴたりと一
致するわけではない。(中略)保幼小連携はこうし
た状況を解消し，子どもたちが滑らかに移行で、き
るように環境の変化を小さくして段差ニ差異を低
くすることを求めている。jとも述べている。同じ
入学児であっても，発達の状況には個人差があり，
まだまだ幼児期の状況にある子どももいるわけで、
ある。そのような子達を小学校で、迎えるお(1叩は，
YJJ保小の環境の変化にはどのようなものがあるの
かを理解することが，学びの連続|注の保障のため
に必要で，その上で意図的に幼小接続期の学習f古
動を工夫することが必要だと考えるc
(3)接続期の指導
①指導計画に関わって
お茶の水女子大学附属幼稚園 ・小学校では，10 
年前から幼小接続研究に着手し，新たに「接続期」
を設け，双方の教育内容 ・方法の違いを尊重しな
がら研究を重ねてきた。同時期よ り多くの幼小連
携の実践が展開され，地方自治体による幼小連携
プログラムも各地で整備されるようになった。山
形県でも平成22年に「山形県幼保小連携スター
トプログラムJを作成した。その中でも 11遊びJ
の重要性を幼児教育機関と小学校が共通理解し，
発達段階に応じた適切な教育を施すことで，1自主
性」や「思いやりJを大切に育てていきたしリと
し，幼児教育機関等と小学校が今まで旬、上にお互
いを理解し合い}1学びのつながり」の中でそれぞ
れの役割を見直していく必要性を述べている。
a)遊びの重要性に関して
一方で，ただ単に遊びを取り入れることに終始
することは避けたいと考える。秋田(2009)が 1学
んで、いくから楽しくなる」というのはいいと思う
が，導入にお楽しみや遊びをもってくるというだ
けだ‘ったら 3 学ぶ姿勢は崩れてし、く。本当に学び
がいのある課題で，子どもなりになるほどと思っ
て，できなくても「あの子のように読んでみたしリ
「あの子のように作ってみたしリといろいろ考え，
思うことがいいのではなし、か」と述べている。子
どもが夢中になって活動できる 「遊びを通して」
自主性や思いやりを育てるとし、う幼児教育ノ等のア
プローチ自体を学校での学習活動に取り入れるこ
とが重要であると考える。子どもたちが「遊びの
ように」夢中になって取り組む学びがいのある活
動にすることで，子どもたちが学習自体に楽しみ
を感じることができる。それは， これまでに育ま
れた自主性をさ らに育てることであり，その後の
小学校や中学校での学びに生きる。子どもの発達
と学びの連続|主の保障という視点から，幼児教育
等についての理解に努め，幼児教育等での指導の
工夫を考慮に入れ，接続期の指導に生かしていく
ことが重要であると考える。
b)生活科を中心とした合科的 ・関連的な指導
1989 (平成元年)の生活科の新設には，教育内容
における幼小連携の必要性への認識が背景にあり，
「幼稚閣の教育方法を小朝交に引き継し、でし、く」
という考え方」で、あった(酒井 (2011))とある。
幼児期から低学年期の子ど、もは，自分の好きな
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「遊び」に没頭し，集中しながら毎日を過ごして
しも。「具体的な体験を重視した生活科は，幼児教
育における 「遊ーび」の要素を含んだ教科であり，
幼児教育との接続を図る上で重要な教科となる。
接続期の実践として，生活科を中心にした実践
事例は数多くある。(例えば， 11スター トカリキュ
ラムのすべてJ仙台，i-j発信 ・幼小連携の新しい視
点」木村吉彦監修 ・仙台市教育委員会編(2011)， 
「幼小の援続期lにおけるカリキュラムに関する一
考察」佐藤(2010)，等)
これまでに教科の枠のない学びをしてきた子ど
もたちにとって生活字|の学習は抵抗なく取り組む
ことができ，自主的に活動できる。それによって
教科の学習内容も効果的にで、き，教科学習へと移
行していくことが容易になる。直接体験を重視し
自立の基礎を養うという生i舌科自体の目標も，幼
児教育で大切にしていること と共通しており， 子
どもの発達や学びの連続|主の保障という点からも
生活科を中心とした合科的指導 ・関連的指導は接
続期指導の要であり，指善計画を立てる際にまず
考えたいことである。
c)実態把握の重要性
報告書 (2010)では，児童期(低学年)におい
て幼児期lにおける人とのかかわりの指導の状況や
実際の子どもの発達や学びの状況を十分把握する
必要性を挙げている。実態把握のために入学前に
保護者にアンケー卜を行うなどの取り組みが成果
を上げることが報告されている。(仙台市の実践等)
②接続期の子どもたちの適応を支える要素
これまでに挙げたことは，指導計画に関わる要
素で、あったが，計画から実践に移る|捺にも重要な
要素がある。筆者は，幼稚園での3週間にわたる
参与観察を経て，接続期の指導で大切にしたい要
素を整理した。(詳細は(田中， 2012)参照)一つは，
目標に近づく活動にするために環境構成を考え
ること。二つ日は，子どもの姿の見とりと，環境
としての指導者自身のかかわりをふり返り，実践
の改善を図ること。三つ目は，指導者同志がお互
いの子どもの見とりを共有し，協同で取り組むこ
とである。
また， .Y}J保小の段差となりうるものとして，幼
保の保育者と小学伎の教師問の意識(教育観 ・子
ども観 ・発達観)も挙げられることや，教室内で
の教師と児童のコミュニケーション自体が幼保園
と異なることを理解し，学びにおける対話のあり
方についての検討の必要性を様々な調査研究を概
観し藤岡(2011)は述べている。子どもにとって，
教師は最も大きな環境であろう。幼小連携という
言葉が盛んに挙げられているが，実際に幼・保の
保育者と小学校教師が活動や話し合いを共にする
ことを通して，お互いの子どもに対する意識やコ
ミュニケーションの在り方などについて理解し合
えるような連携が望ましいと考える。
(4)研究の目的と方法
以上の問題意識を踏まえて 3 本研究は3 接続期
の子どもたちが安心して小学校生活に適応し学習
に向かえるようにすることを目指し， その指導を
工夫し，教育効果を検証し改善することを目的に
している。実態把握をし，指導計画を作成 ・実施
し， 日々のエピソード記述で振り返りを行い，改
善策探る。毎週末に検討した内容を週録 ・週案に
し，学年担任団に配付し，共有を図る。そのよう
な実践を通して，その効果を検証し，改善を図る。
2 実践と結果
(1)実践の方法
①実践校の概要
実践校の全校児童数は約 530名で 1学年在籍
人数 106名， 4学級。l学年担任数4名(他スター
ト支援員 l名)。学級在籍児童数26名(男 15名，
女 11名)で 13幼稚園 ・保育所より入学。市内の
幼児教育施設数は 43あり(認可保育園 18，認可
外保育所幼稚園 10，児童センター3)，近隣の幼稚
園・保育所はもちろん，多くの幼稚園・保育所等
から入学している状況である。学区は， 市の中心
部にあり，歴史のある地区と商業地区，農村地区
と混在している。近隣の幼稚園・保育所の園児と
児童との交流は2回程度。本校独自の幼保小連携
の場は入学予定児童に関する聞き取りの面談の l
回。 その他，年に 3~4 回行われる市幼保IJ 、連絡協
議会において，保育者との交流がある。
②指導体制
本研究に関する内容については，筆者が学年担
任団に資料とともに説明し，理点字を図った。筆者
の担任学級で主に実践を進めた。単元によっては，
2学級合同のTT授業や年合同授業を行い，担任
団で児童の見とりや指導の在り方についての振り
返りを行ったO 指導計画に関する検討も学年担任
団で、行った。毎週の学年会の際に筆者による毎週
の振り返りと翌週の指導計画をまとめた資料を共
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表1 幼児についての保護者アンケート
お子さんが幼稚園・保育所で学んだり体験したりした」と
をもとに、身に付いているとお考えになる項目にO印をご
記入ください。(複数回答可)
健①いろいろな遊びの中で十分に体を動かす。
康②進んで戸外で遊ぶ。
③身の回りを清潔にし、衣服の着脱、食事、排j世など
生活に必要な活動を自分でする。
人①自分でできる」とは自分でする。
間②自分で、思ったことを相手に伝える。
関③友達と一緒に活動する。
係④共同の遊具や用具を大切にし、みんなで使う。
⑤地域の人々など自分の生活に関係のある人に親し
みをもっ。
環①季節1=より自然や人間の生活に変化のある」とL気
境づくc
②身近な動植物に親しみを持って接し、生命の尊さに
③気付身き、大切にする。
近な物を大切にする。
百①した」と、してほしい」とを呂美で表現したり、分から
葉ないことを尋ねたりする。
②人の話を注意して聞き相手に分かるように話す。
③親しみをもって日常のあいさつをする。
④絵本や物語に親しみ、興味をもって聞き、想、像する
楽しさを昧わう。
表①生活の中で様々な音、色、形、手触り、動きなどに気
現付いたり楽しんだりする。
②感じたこと、考えたことを音や動きなどで表現したり、
自由にかいたりつくったりする。
③音楽に親しみ、歌を歌ったり、簡単なリズム楽器を
使ったりする楽しさを味わう。
④かいたり、つくったりすることを楽しみ、遊びに使った
り、飾ったりする。
(木村吉彦監修・仙台市教育委員会編11スタ トー力リキユフム」
のすべて仙台市発信・幼小連携の新しい視点Jp.22より)
有し研究を進めてきた。
③スケジュール
2月 保護者アンケー卜配付回収，集計分析
3月 指導計画作成
4~7 月 実施 ・反省・改善(毎日の子どもの
姿をエピソー ド記述し，改善点を明確にし，
翌週の週案を作成し，学年担任団で共有)
10月 l学期全体の指導を学年で振り返り，改
善点を検討し，指導計画に反映する
(2)入学前の保護者アンケー卜による実態把握
①目的
l学期の指導計画の作成にあたり，子どもの実
態把握を通し，育てたい力を明確にする。
②方法
前年度に入学予定児童保護者対象にアンケー ト
を実施した。2月の一日入学の案内文書の中に保
護者向けのアンケー トを添付し， 一日入学当日ま
でに記入したものを回収。アンケート項目内容に
関しては，前述の仙台市の鶴巻小学校の内容に準
じた。(表 1)
③結果と考察
評価が高かった項目は r体を動かすJr描く・
作る・飾るJr友達と一緒に活動する」であり，低
かった項目は r人の話を聞き，分かるように話す」
「思いを相手に伝えるJrあいさつ」で、あった。こ
の調査結果から，絵を描いたり作ったりする表現
や体を動かす遊びを好tJ傾向が見られた。そこで¥
表現や体を動かす?舌動 lを協同で行う場を設定す
ることで，自分の思いを相手に伝えることや人の
話を聞き分かるように話すとしづ言語によるコミ
ュニケーションの力を高めていけるのではないか
と考えた。幼稚と考えた園・保育所の保育者によ
る引き継ぎシートの記入内容からも言語を用いて
のコミュニケーションや身辺諸事の処理に個人差
が見られ，個人差への対応が必要であることが分
かった。
これらの傾向を踏まえ，友達と一緒に考え話し
合う必要性のある課題や活動を意図的に設定し，
ベアやグループでの活動を充実させることで，コ
ミュニケーションの力を伸ばしたいと考え，以下
の1聞に指導計画の作成を進めた。実践においては
見とった子どもの姿を記録し，毎週末にエピソー
ド記述のレポートにまとめ，検討した。改善点を
明確にし，翌週の計画に反映させ，次の実践に生
かすという PDCAサイクルで、実践した。
[ 指導計画作成のステップ ] 
指導計画作成のステップとしては，以下の3段
階の過程が挙げられる。なお，指導計画の作成に
至るまでの構想イメージ(例)は，図 1に示す通
りである。
(第 l段階)
教育課程進度予定表をもとに，学習すべき内
容の配列を概観し，把握する。
a.学校行事や学校全体で取り組む児童会行事
を教育課程より拾し、出し， 日程表に位置付け
る。
b.各週の目標に沿って，教育課程から生活科の
学習内容を取り上げ，各週に大まかに位置づ
ける。
c.各週の行事や生活科の学習と目標を共通に
するものや関連性の高い他教科等の学習活動
をピックアップする。
(第2段階)
大まかな行事 ・各教科等の学習を概観し，そ
こから生まれるであろう子どもの思いを想定
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し，その思いの流れに沿う形で，関連性を図る。
d.行事や生活科の学習から生まれるであろう
子どもの思いを想定する。
8.想定される子どもの思いとつながる学習活
動を取り出す。それぞれの活動がこの週以降
のどの学習に関連性があるのかを探る。想定
される子どもの思し、から，それらをどのよう
につなげていけばよしゅ沖再想する。さらにそ
の活動から生まれる子どもの思いを想定し，
次の活動への関連を探る。
(第3段階)
年度当初，新年度の学校教育目標や行事予定・
週日課等や学年での取り組みも考慮に入れ，第
l段階・第 2段階の内容を毎日の時間割に落と
し込む段階である。作成にあたっては，縦軸と
も言える一日の時間の流れを意識し，それぞれ
の学習活動の内容と子どもの集中力との兼ね
合いから時間を検討する。また，横軸とも言え
る各週に渡る学習活動の展開に関しては，先に
行う活動から生じると思われる子どもの思い
の流れと学習活動の展開が沿うように考慮す
る。その際に以下のことも配慮した。
f.それぞれの活動の関連を図札指導の効果を
上げられるよ う 15分のモジューノレ方式を活
用し， 30分， 60分， 90分等，柔軟に指導計
画表に各学習活動を位置づける。
g.特に4月当初など新しい環境での新たな生活
習慣の確立のための導の時間も同様に位置付
ける。また，育てたい力として挙げられてい
た友達と考え話し合う場が生まれることが想
定される活動も意識して位置づける。
第1・第2段階は昨年度のうちに次年度の教育
課程をもとに作成しておいた。第3段階について
も4月分まではある程度埋めておき，新年度の学
校教育目標・方針 ・月予定・日課表をもとに修正
した。
第3段階は3 週単位で子どもの思いに沿った合
科的・関連的学習を展開し，子どもの姿や声から
また次の学習活動の構想、を図る段階である。先行
の学習で生じた子どもの思いをもとに第2段階と
第3段階を循環させながら計画作成し実践した。
③結果と考察
指導計画の作成段階で各学習活動自体の関連性
を考えたことで，次の活動を見通した意図的な指
導を可能にすることができた。事例 1では第1・2・
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指導計画作成までの構想のイメ ジー図
たが3 運動会を終えた6片上旬，
をたんけんする活動を設定した。
期間が約 lか月弱空いたこともあり，呼び水と
してのねらいをもって，栄養教諭の協ノ7を得て給
食室探険を考えた。2年生と一緒ー の学校探険では
行かなかった給食室や放送室を提案すると，子ど
もたちからは「行ってみたしリ「見てみたしリとい
う声があがった。大量の食材の調理の様子や大き
な調理器具を見て，子どもたちは大いに驚くとと
もにさらに学校のいろいろな所も見てみたいとい
う興味を再び、もつこととなった。もっと探険して
見てみたい所はあるか尋ねると，兄弟のいる教室
やもう一度理科室をよく見てみたいといった様々
な声が出された。そこで¥「2年生も 6年生も大事
なお勉強をしているから，何回も学校を案内でき
自分たちで、学校
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図 1
3段階の順で計画・実践した例を，事例2では第 1・
2・3段階から2・3段階を繰り返し調整し実践し
た例を，事例3では事前の計画にはなく子どもに
生じた不満から 3・2. 3段階と構想を経て実践し
た例を紹介する。
a)事例 11自分たちで学校をけんしよ う」
4月当初]は教師と一緒の学校探険を行う。 トイ
レの説明等の学校内の施設の案内をし，安心して
生活できるようにするねらいがある。その後，
月上旬には， 2年生との交流と学校生活への関心
を高めるねらいのもと，2年生が案内しての l・2
年生での学校探険もある。子どもたちは，学校に
は多くの部屋があることに気づき，もっと知りた
し、という思いをもっ。それが終わると運動会に向
けての取り組みがあり，一時中断となってしまっ
5 
ないよ。Jと伝えると iぼくたちだけでも行ける
よ。Jと子どもたちから声があがった。「でもね， 2 
年生から 6年生たちはお部屋で大事なお勉強をし
ているから邪魔するようでは行けないよ。jと話し，
廊下を歩く時の約束や教室の出入りの仕方などに
ついて気をつけることは何かを尋ねると，子ども
たちからたくさん挙げられ， iできる 1できる!J 
と意欲的に手を挙げる姿が見られた。そこで，グ
ノレーブρごとに力を合わせて行ってみょうか提案し，
早速計画についての話し合いとなった。
これらの話し合いによって，廊下の歩き方や教
室への出入りにおける留意点について，自分たち
でこれまでの学校探険の活動から学んだ、ことを自
ら出し合い，存在言也することができた。自分たちで
探検したいという目的意識により，教師が一方的
に教える場合よりもより一層主体的に考え，自分
たちで目立言忍したことを守ってやろうとしづ規範意
識も生まれた。
また，クソレープで、探検したい場所についての話
し合いを通して，幼稚園や保育所が同じではない
友達とも同じ目的に向かって協力しようとする経
験ができ，仲間意識も生まれ始めた。
このように，子どもの思いを想定し構怨した活
動を提案し，子どもの思いを目的意識につなげる
ような学習の展開によって，主体的な学習となり，
学習の楽しさを感じることができ，仲間とのつな
がりをも築くことができた。
b)事例 2 iそうりっきねんしきってなに?J
~生活科等を中心とした合科的 ・関連的な学習
5月末の創立記念日を前に創立記念式について
理解し，学校を祝うためにできることを考えて行
う活動(歌 ・清掃活動との関連)を構想した。
「学校は何歳でしょう ?Jとの閉し、かけから子
どもの関心が高まり， 138歳という答えから i学
校の誕生日のお祝いをしたしリという思いが子ど
もたちから出された。どのようにお祝し、をしてい
くか考えると， i学校の歌を歌ってお祝し、したしリ
(校歌を覚えて歌う(音楽))， iきれいにそうじを
するJ(清掃)，i学校の絵を描し、て飾りたしリ(図
工)といった考えが出され，子どもたちは自らの
目的，E識を持ってそれらの活動に取り組むことが
できた。
課題と しては，図工の学習内容との兼ね合し、か
ら学オ交の絵を描いて飾るという活動に十分時間を
確保できなかったということが挙げられる。今回
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のように想定を超える子どもの思いを記録に接し，
次年度の指導構想に生かせるようにした。
c)事例3 j青潔検査での子どもたちの不満から
保健委員会がハンカチとティッシュの携帯を呼
び掛け，点検活動をしている。4月下旬，全員が
携帯できた学級は校内放送で紹介されているのに，
毎回忘れて来る子がおり，なかなか自分たちの学
級が紹介されず，不満の声が上がった。多くの子
が同じように感じていると察し，その声を取り上
げることで，生活習慣を身につけることにつなげ
る機会にすることができそうだと考えた。
「みんなが放送で紹介されるようにするため
に，どうしたら忘れないようにすることができる
か」という熱也を提示し3 ク、、ルーフ。ごとに話し合
い考える時間を設けた。その後，各ク、ノレーフ3で、l土l
された考えを紹介し合った。時間割の時に宿題と
一緒lこハンカチなどもランドセルに入れる，段ボ
ールを切り取り，ハンカチ ・ティッシュを忘れな
し、と書いた看板をランド‘セル隣に置いておく ，点
検表を作って毎日許信Eげる，といった様々な考え
が各グルーフ。から出された。全員が目的意識をも
ってお互いの発表を聞き，解決の方法を考えた。
出された考えをまとめ，板書したが， ;5*もないよ
うにと自分から自由帳に書く子も見られた。この
話し合いをもとに各自が適した方法を選ひ場主戦し
た結果，目標の全員達成につなげることができた0
.考察
生活科等を中心とした合科的・関連的学習では，
自分たちの思し消、ら生まれた課題についての話し
合いを通して，何のためにその学習活動をするの
か，その必要性を全員が共有し3 目的意識をもっ
て主体的に学習することができた。また，考える
必要感のある課題の提示，力を合わせてやり遂げ
ようとする必要感のある活動を意図的に設定する
ことで¥これまで培われた子どもたちの自主性や
協同性が十分に発揮され，学習に意欲的に取り組
むことができることも明らかにできた。
幼小接続期は，言葉によるコミュニケーション
の力には個人差が大きい時期でもあるが，必要感
のある課題のもとでは，仲間とともに考え話し合
うことができる。共に考え話し合ったり作業した
りする活動を通して，子どもたちには活発なコミ
ュニケーションがもたらされ， 言葉でのコミュニ
ケーションの力の高まりにもつながっていくと思
われる。
幼児教育等での子ども達の学びは，各教科には
っきり分かれているわけではない。方向目標のも
と，子ども達それぞれが気がついたり考えたりし
たことをもとにそれを広げたり深めたり して追求
してして。そのような学びをしてきた接続期の子
どもたちにとって，生活科を中心とした合科的 ・
関連的な学習や，自分たちから生まれた必要感の
ある課題によって話し合い，考えを広げ，展開し
ていく活動は親しみやすく，より自分らしさを発
揮でき，満足感や達胸惑も得られやすかったのだ
ろうと考えられる。
教育課程の年間指導計画を{府轍し，子ども達が
その時その時にどのようなモノや人と出会い， ど
のような思いをもつか3 どのような興味 ・関心が
生まれるか，ある程度想定し，行事と生活科や他
教科等の学習との関連の可能性を探る必要がある。
また一方で，子どもたちの生活の中で，好機を逃
さずに柔軟に学びの場を設定することの両方が必
要であると考える。柔軟に対応するためには，構
想、を超える場合の調整及び，次年度へ資料と して
記録を残すことも考慮する必要がある。
合科的な学習活動となると，大きな単元として
の目標と，それに伴う評価を具体的にしておく必
要があるが，この時期の子どもたちの実態として
文章表記が十分にできない状況であるため，学習
の目標を行動化するなど，見とる視点をもっ必要
がある。どれだけ学習課題に興味や関心をもって
とりくめるか，課題の達成のためにどのような工
夫をすることができるか(観察，収集を調査，制
作等の学習方法)，学習してわかったことをどのよ
うに表わすことができるか(絵画，造形，身体，
音楽，言語による表現方法)といった視点で、ある。
特に接続期には，言語的な評価が難しいことを十
分配慮し， 言語以外の形に表現されたものを受け
とめる必要があるc 単純に生活科のカードに書く
としづ活動では見とれないものがあり， 柔軟に見
とる態度が必要であろう。そして， 指導計画構想
の際には，言語的な評価が難しい時期の子どもの
思いや学びを，単元内のどのような場でどのよう
な方法で見とることができるかについても考えて
おく必要があると考える。
(5)子どもの姿を見とり，環境と しての自分の在り
方を振り返る
①円的
子どもの姿を見とり，その姿から，子どもの恩
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いを理解しようとするともに，指導の在り方(計
画 ・実践)や環境としての自分のかかわりの在り
かたを評価し， 指導の改善を図る。
②方法
活動の中での子どもの表情や言動などを拾い記
録しておく。毎週末，印象に残っている子どもの
エピソードを中心に，その時に教師としての自分
が感じ考えたこと，どのような関わりをもったの
かをレポー トにまとめる。その過程で、得られた気
づきについても記述し，翌週の指導計画に生かし，
週案にする。
③結果と考察
幼小接続期は，子ども一人一人の発達自体に大
きな個人差がある時期でもある。感情の制御の面
でも，言葉による感情表現の面でも個人差が大き
く，環境移行への適応にもこれらが大きく影響し
ているように感じられる。
適応の面で困難さを抱える子たちは，概して言
語での表現がまだ十分でない場合が多く，言葉で
表わせないでいる感情を時として友達への暴言や
攻撃や授業への不参加といった形で、表わすことが
あった。
教師は冷静にはしているものの，大人数を対象
としていることもあり，その場でその子がどのよ
うな思し、からそれらの行動に至ったか様々な状況
を十分に検討できる訳もなく，その時にはなかな
か理解しきれないこともある。エピソード記述と
してその時のことを振り返りまとめることを課す
ことによって，その過程で，その時には気づかな
かったその子の思いに思いを巡らすことになり，
もしかしたらこういうことかもしれないといった
してつかの推測が得られることとなった。
例えば，中間休み遊んだ後にけんかになりやす
いA君の事例を書き綴っていくうちに，rあの時A
くんがイライラしていたのは，気温が上がっての
不快感を言葉にできなかったからかも しれない→
汗をかいていないか確かめよう ・服を調整しよう」
というように，その子へのアプローチが見えてき
たのであるc もしも，そこで、苛立って友達に攻撃
的に話すといったことだけに焦点を当て，やめる
ように伝える指導ばかりを繰り返していて，改善
は図れたであろうか。
日々の生活の中で，このような振り返り ・記録
の時聞を確保することは容易なことではないと思
われる。しかし，実践してみると，その子が本当
は何と言いたかったのか3 その問題と感じる行動
は教師である自分の不用意な発言や行動がきっか
けとなってはいなかったか等，考えていくうちに
徐々にその子が本当は何に困っているのか見えて
くるので、あった。多少時間はかかるかも知れない
が3 その子は何を感じているのか，何に戸惑って
いるのかを考えることで¥その子への理解も深ま
り，対応策も自ずと明らかになり，それによって
信頼関係の構築にもつながることを実感している。
子どもが「理解してもらえた」と感じられること
は，信頼につながり 3 担任が「意味のある他者J
となり得二ることでもある。山口 (2011)は， rこの
時期の子どもの規範意識を育てていくためには，
規範を示すものが「意味のある他者」になる必要
があり，それは，子どもがその他者に対して，信
頼感をもっということである。」と述べている。子
どもが教師に対する信頼感を持てることは，規範
意識を育てるためにも必要で，学校生活への適応2
さらに集団の 員としての高まりにもつながると
言える。
3 到達点と課題
(1)到達点
幼小接続期の子どもたちが新しい環境で、ある小
学校生活へ適応できるようにするために，教師が
できる二つのことを明確にすることができた。
一つは3 一人一人の子どもの姿から個々の言葉
にならない思いを見とり理解しようとする態度を
もつことである。
もう一つは，子どもに生まれる思いを想定し，
PDCAサイクルにより，子どもにとって必要感
のある学習活動を展開していくことである。
子どもが遊びのように夢中になって取り組める
学習活動にすることで，子どもたちは学習自体の
楽しさを感じ学習へ向かう姿勢も身につけられ
る。そのためには，子どもの思いを想定し計画
的に指導の構想をすることとともに， 目の前の子
どもを見とり，気づいたことを指導の改善に生か
すことが重要になる。子どもの姿を見とり，言葉
にならない子どもの思いに考えを巡らし，理解しよ
うとする教師の態度とその過程での気づきがそれ
を支えるということを明らかにすることができた。
(2)課題
子どもにとって必要感のある学習活動を開発し，
積み上げていくことが今後の課題である。今年度
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の実践を通しての気づきを次年度の計画に生かせ
るようにするとともに，就学前の子どもたちの幼
児教育等で、の学びや発達について理解を深める必
要がある。子と、、もたちが夢中になって取り組める，
必要感のある学習活動のために今後は保育者を
招いての授業参観や保育者と教師との交流を大事
にしていきたい。
また，接続期である 1学年I学期は，平仮名・
片仮名 ・漢字を習得する時，つまり，これまでの
「話し言葉Jから「書き言葉」への移行期でもあ
ると言える。子どもの言語に関する発達を理解す
ることは3 この書き言葉への移行を円滑にする手
立てを得るととにもつながると感じている。子ど
もの言語に関する発達についての理解を深め，指
導に生かしていきたいと考える。
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